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まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

商工観光係からのお知らせ
企画調整課　商工観光係　☎ 476-1111（221）問

本町では平成 23年度において、会議用机２８台、会議用椅子６０脚、台車２台を購入しました。

これは、宝くじの助成金で整備したもので、地域社会の健全な発展を図る目的でコミュニティ活動に

直接必要な設備を整備するものです。

本町の広域交流活性化センターあすぱる大崎に設置してあり、今後の利活用が見込まれます。

◆コミュニティ助成事業について

県庁地域医療整備課からのお知らせ
県庁地域医療整備課　☎ 099-286-2693問

財団法人メディポリス医学研究財団が、鹿児島県医師会、鹿児島大学、指宿市および鹿児島県との産
学官連携により整備を進めてきた九州初の『がん粒子線治療研究センター』が完成し、既に２００例を
超える治療が行われています。
　先進医療である粒子線治療はさまざまなメリットがあり、大きな期待が寄せられています。
　ただし、粒子線治療が適応しない場合もあるため、治療を検討されている方や患者の主治医の方など
は、同センターに事前に問い合わせる必要があります。

◆メディポリス指宿で粒子線がん治療が行われています。

粒子線治療のメリット

・痛みを伴わず、副作用
　が少ない。
・仕事を続けながら通院
　での治療が可能

■ 粒子線治療にかかる費用は、公的医療保険の
対象外のため、全額自己負担であり高額（約
288万円）です。
■ 県では、当センターで治療を受ける患者さんま
たはそのご家族などが、銀行などから治療費の
借入を行った場合の利子の一部を助成する制
度を創設しました。

【 対 象 者 】患者本人（県民の方）または家族など
【対象借入金】借入金のうち粒子線治療相当分
　　　　　　　限度額2,883千円
【利子補給率】６％以内
【利子補給期間】５年以内
【 そ の 他 】所得制限などあり

銀行などへの借入申し込み後、県に申請し、審査
を受けることになります。

利子補給事業の開始

・高齢者など手術ができ
ない方も可能
・日常生活への速やかな
復帰が可能

治療症例実績（平成24年１月24日現在）

■前立腺 100　■頭頚部 10　■肺 42

■膵臓６　　　■肝臓 26　　■腎臓２

■その他 15　　　　　　合計２０１件

▲会議用机 ▲会議用椅子
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